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健康づくり訪問指導事業について 

 
 
１ 目的 

同一疾病で複数の医療機関を受診している被保険者等に対し、保健師等が訪問し、 

本人及びその家族に対して健康教育や健康相談、療養方法等の必要な保健指導を行い 

適正な受診の啓発を図ることで、効率的な受診を意識する機会とし、被保険者の健康 

保持増進に資することを目的とする。 
 
 
２ 事業内容 

 定義及び対象者の選定 

(１)定義：同一疾病で複数の医療機関に受診が３か月継続している者を重複受診者と

いい、１か月におけるレセプトが５枚以上、外来の通院日数が１５日以上

の者を頻回受診者という。 

 

(２)対象者の選定：保健師等が重複受診者及び頻回受診者に係る直近３か月程度の 

レセプトにより、疾病と投薬内容、通院日数等を勘案して訪問指

導が必要な者を選定。 
 
 

３ 実施状況 

各年度の実施状況（平成２６年度は、１２月２６日時点の状況） 

年度 

区分 
平成２６年度 平成２５年度 平成２４年度 平成２３年度 

訪問対象者数 ２００名 ９８名 １０３名 ５１名 

訪問実施者数 １６７名 ８１名 ８６名 ４５名 

訪問未実施

者数（※１） 
３３名 １７名 １７名 ６名 

対象レセプト 
H25 年 11月～ 

H26 年 1月診療分 

H24 年 11月～ 

H25 年 1月診療分 

H23年 11月～ 

H24年 1月診療分 

H22年 12月～ 

H23年 2月診療分 

訪 問 期 間 
(直営)8月25日～ 

10月 15日 

7月 1日～ 

10 月 23日 

7月 12日～ 

10 月 31日 

9月 12日～ 

10 月 31日 

訪 問 日 数 (直営)２３日 ４９日 ４６日 ２５日 

※１ 訪問未実施者数は、訪問拒否や不在等により訪問できなかった人数 
 
 
４ 今後の計画 

平成２６年度は、訪問対象者を１００名から２００名に増やしたため、直営(５０名)

と受託可能な市町村(１００名)及び民間団体(５０名)へ委託し実施した。 

  平成２７年度については、基本的に本年度と同様の方法で実施し、市町村並びに 

民間団体に委託した事業効果等を検証し平成２８年度以降の事業展開を検討する。 

 

 

資料３  



- 2 - 
 

 

平成２５年度健康づくり訪問指導事業の分析評価について 

 
 
１ 事業目的（ＰＬＡＮ） 

 同一疾病で複数の医療機関を受診している被保険者等に対し、保健師等が訪問し、 

本人及びその家族に対して健康教育や健康相談、療養方法等の必要な保健指導を行い 

適正な受診の啓発を図ることで、効率的な受診を意識する機会とし、被保険者の健康 

保持増進に資することを目的に、平成２５年度健康づくり訪問指導事業を実施した。 
 
 
２ 事業概要（ＤＯ） 

 平成２４年１１月診療分から平成２５年１月診療分までの３か月のレセプト情報を

基に、実施要領に記載する重複・頻回受診者の要件を満たす対象者について、全県から

３，５３６名を抽出。 

 これらのレセプト内容を確認したうえで、今年度は過去２年間で未訪問である市町村

の被保険者が訪問対象となるよう優先し、指導を要する９８名の訪問対象者を選定した。 

 これにより、本事業の開始以来、県内２５市町村全てを網羅したことになった。 

 このうち、訪問拒否１３名、入院中２名、体調不良２名により、計１７名が訪問でき

なかったことから、実際の訪問実施者数は８１名となった。 

 

平成２５年度 平成２４年度 平成２３年度

訪問対象者数 ９８名 １０３名 ５１名

訪問実施者数 ８１名 ８６名 ４６名

訪問未実施者数(※１) １７名 １７名 ５名

対象レセプト
平成２４年１１月～
平成２５年１月診療分

平成２３年１１月～
平成２４年１月診療分

平成２２年１２月～
平成２３年２月診療分

訪問期間 ７月１日～１０月２３日 ７月１２日～１０月３１日 ９月１２日～１０月３１日

訪問日数(※２) ４９日 ４６日 ２５日

訪問市町村数(※３) ２２市町村 １６市町 １０市

年度区分

 

※１ 訪問未実施者数は、訪問拒否や不在等により訪問できなかった人数 

   内訳 訪問拒否１３名、入院中２名、体調不良２名 

※２ 訪問日数は、実際に訪問に要した日数 

※３ ２２市町村内訳 １２市、８町、２村 
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３ 事業経過（ＤＯ） 

 訪問期間は、平成２５年７月１日～１０月２３日 延べ４９日 

 訪問にあたり、アンケート形式の聞き取りと、次の事項について、新たに数種類の冊

子を用いて助言・指導を行った。 

（１）適正な受診について 

（２）服薬管理やお薬手帳について 

（３）食事指導 

（４）生活指導 

（５）その他の指導(熱中症予防や介護保険サービスの内容等情報提供等) 

  訪問指導の結果、治療状況や服薬状況、日常生活状況等で気になったケース１６名

について、１２月２日～１２月１８日に渡り、電話による個別調査を行った。 
 
 
４ 検証（ＣＨＥＣＫ） 

（１）検証方法 

 訪問実施者８１名について、訪問前のレセプトデータと訪問後３か月間のレセプト 

データにより、効果を検証した。 

 訪問前レセプトデータ 平成２４年１１月～平成２５年１月 

 訪問後レセプトデータ 平成２５年 ８月～平成２５年１０月（７月訪問実施者） 

平成２５年 ９月～平成２５年１１月（８月訪問実施者） 

平成２５年１０月～平成２５年１２月（９月訪問実施者） 

平成２５年１１月～平成２６年 １月（１０月訪問実施者） 

 

（２）成果について 

平成２５年度において訪問実施した８１名のうち、２６名が訪問後３か月で選定基準

非該当となった。また、医科の通院日数は 19.3％減少、レセプト件数は 19.0％減少。

調剤においては、レセプト件数で 5.3％減少した。 

医療費においては、訪問後３か月間の比較で、医科約１８９万円、調剤約３９万円で

計約２２８万円減少した。(１年間に換算した場合は、約９１４円) 

 

※１年間の換算式 

 (医科分 1,892,413 円+調剤分 392,330円)/３か月×１２＝9,138,972 円 
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 〇重複頻回対象者数 

年度 区分 訪問指導実施人数 
指導後選定基準に該

当しなくなった人数 
改善割合 

H25 
重複受診者 80 人 26 人 32.50％ 

頻回受診者 1 人 0人 0.00％ 

 

    (参考) 

年度 区分 訪問指導実施人数 
指導後選定基準に該

当しなくなった人数 
改善割合 

H24 
重複受診者 75 人 55 人 73.34％ 

頻回受診者 11 人 3人 27.27％ 

H23 
重複受診者 41 人 35 人 85.37％ 

頻回受診者 5 人 4人 80.00％ 

 

 

 〇医科・調剤別 

年度  
医  科 調  剤 

日数 件数 費用額(円) 件数 費用額(円) 

H25 

訪問前(ｱ) 2,264 1,116 11,646,713 748 7,426,550 

訪問後(ｲ) 1,828 904 9,754,300 620 7,034,220 

比較(ｳ=ｲ-ｱ) △436 △212 △1,892,413 △128 △392,330 

効果率(-ｳ/ｱ) 19.26％ 18.99％ 16.25％ 17.11％ 5.28％ 

 

    (参考) 

年度  
医  科 調  剤 

日数 件数 費用額(円) 件数 費用額(円) 

H24 

訪問前(ｱ) 2,550 1,180 20,263,661 776 7,690,800 

訪問後(ｲ) 2,355 1,033 15,052,463 715 7,443,230 

比較(ｳ=ｲ-ｱ) △195 △147 △5,211,198 △61 △247,570 

効果率(-ｳ/ｱ) 7.65％ 12.46％ 25.72％ 7.86％ 3.22％ 

 

年度  
医  科 調  剤 

日数 件数 費用額(円) 件数 費用額(円) 

H23 

訪問前(ｱ) 1,709 615 7,857,890 429 4,748,290 

訪問後(ｲ) 1,379 537 6,356,170 369 4,707,380 

比較(ｳ=ｲ-ｱ) △330 △78 △1,501,720 △60 △40,910 

効果率(-ｳ/ｱ) 19.31％ 12.68％ 19.11％ 13.99％ 0.86％ 

 


